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静岡地学第45号 (1982)

の変化と天気の関係について*

一観天望気をめざして-

県立静開高等学校地学部気象班付
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快晴から雨までの自数と気距配置との関係

7vぞTA お C D E F G ー旺 J 総計

l 日以内 19回 2回 7回 1回 2回 3回 0回 4間 3回 1回

ミ三2 自 か 55 6 14 8 7 6 O 8 3 G 

3 日 11 44 10 22 13 13 。 10 6 2 
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10 臼以上 35 18 32 14 7 G 2 10 17 O 

計- 幻6 63 143 109 62 10 8 64 46 4 785 

B:帯状高気圧 C:冬型の気圧配寵

E: .夏型 y :;オホーツク権高気圧

J :停滞前線移動

りとした高気圧はないが、低気圧と抵気正の間であるので晴れて

これは 1976年'"'-'19初年のうち、天気閣がある快晴の時のみ調べた。

A--J は 10種類に分頬した挟稽時の気圧配霞である。

A:移動性高気圧による快晴

D : ~5} t i冬型(等庄線ゆるんだ)

H :;寒冷前線の通選 1 : 1高圧部
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表 2 気象庁で使用している雲の状態区分番号の説明表 下層の雲一一麗積雲・層雲@積雲・積乱雲

下層(C L)の雲の状態区分番号。i下j警の雲はいずれもない

1 I天気が良L

2 I並以上に鉛直に発達した議雲

3 I上部がはっきりしていなL

4 I積雲がひろがってできた麗横雲

(CM)の雲

中震の雲はいずれもない

半透明な高層雲

不透明な高層雲と、乱層雲

半透明な高積雲が卓越している

外観がたえず変化してい

(CH)の雲

上層の雲はいずれもない
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濃密な絹雲
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越え、雲量が多い状態よりその出現比率は高いということである O もう一点は、降雨の前 32時間頃

から雲量が 10又は 10-(雲が全天をおおっているが、ところどころにすき間がある状態〉の割合が

多くなることである O このことにより、降雨の前 36時間""'3 2時間の間に空に雲が広がってくるだ

ろうと考えた。

3. 雨の降っている と

3 南の降っている時 毒 雨の降ってい の状態

径亡と三" CAJ がCA降〕 った 震の状態 CAJ

10 40.8% 88.5タ6

10 6.8% 7. 7タ6 下 !語 (CL)
10， 10- 29.1 % 96.1 % 79.0 47. 8 

2. 7 27.8' 87. 8 

2 65場 1 51. 7 
中 !霞(CM) 

5 雨の降っている

X 38.0 34.8 
I! 

2. 50.4 85. 5 

ーと 属 (CH) X 34.0 99. 
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iま とl'>うこと るO そこでま はも ってい はほぼ 10が多いの

は自然であるが、 の らといって雨であるとはい ない。雨の っている

は状 [ Jと[7 J 中 ;ま [ 7 J ないことが l '> 0 そして の

中 えなt.'0 
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表 6 C l 1 Cl-7状態の降雨までの雲の連続的変化
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時間前に「不透明、又は二層以上 〔中層-7 J Jから「不透明な高 又は 〔中

-2 J J ~こ変化するものが多いことがわかった。

(2) (2 X X Jの時

下}曹の雲は表 8により、 12時間前からお時間前に「並以上に鉛直に発達した積雲〔下層-2JJ

がでていることが多いことが判明した。またその前は「発達していない積雲〔下層-1 J Jがでて

いることも多い。表 7から中層の雲が見えない時は 6時間"'-'12時間前に積雲の上に〔中層 7Jが

でていることがわかった。

6. 結果の考察

表 s 降雨までの雲の変化

TYPE -a ( 7 2 X Jを示す

〔中j習の雲〕

〔下層の雲〕

TYPE-b( 2XXJを示す

6~ 12時間前 〔降雨〕

30 ----36時間前 18 --24時間前 〔降雨〕

雨が降るまでの特徴的な 次の表 9に示し タイプ aである[7 2 X Jとタイプ

b ( 2 XX  Jで雨の降り始めが予想することができそうである O このタイプaはまず、下層の雲の状

においては降雨の 6時間前までは、晴れの自の雲の状態と変わりがないが、ついで黒いちぎれ雲が

現れ、雨が降ってくる O 又、中麿においては降雨の 6~ 12時間前までには〔中層 7Jの状態が雫に

出ており、それが降雨までには〔中騒 2Jの状態に変化していくタイプであるO タイプbは、降雨

の 30---...， 36時間前まではいろいろな雲(この場合、下層での裳のことであるから

のいずれかをさす〉がでているが、 30 '"" 36時間前には〔下層 1Jの状態になる O これが降

雨の 18---...， 24時間前までになると、(下層-2 Jの状態が空に広がってきてしまいには雨が降ってく

るO

主考察の検証

の天気で雲の変化から雨の降り始めを予想したところ、良い的中率拾得た。例えば我々の研究

にそった予想例で、ある O 以下にいくつかの予想例とその結果をあげてみた。

1981年、 10月7日午後 5時観測

『予想~ [7 2 X Jで曇っているため、すぐにでも雨が降るのではないか。

- 6 



「結果 J 同 10月7日、夜半に雨が降り出す。

同 10日午前 9時観測

r 二予想~ ~~ l ¥冬型による快晴であるから、次の雨は 4・5B後ではないか。

同 13日午後 1時観測

f予想 J 雲量09、だんだん中、下層の雲が発達しているので、今夜にも降り出すのではないか。

「結果」 同 13日夜中に雨となる O

間 21日午後 5時観測

f予椋 J 雲量:10、〔中層 2]の状態より、今夜には降り出すのではないかo

f結果 J 同 22日、雨になる O

間 28日午後 3時観測

p
u
u
 

J 発達、 18 "-' 24時間ぐらいで雨が降り出すのではないか。

29日午前 S時観測

『予想~ [7 2 X Jの状態であるからすぐに雨が降るだろう O

r*'告果 J 同 29日午前 s時頃、雨が降り出すG

1982年、 2月 3日午後 1時観測

f平穏』 雲量:06、高積雲が空に広がりつつあるので、明日の午前中には雨が降るだろう O

「結果 j 同2月 4B未明、雨になる。

1982伴、 5月 5日午後 1時観測

『平根 J 半透明の高層雲、夜半から明朝にかけて雨が降り始めるだろう O

「結果 J I苛a、次第に不透明な高層雲になり、午後日時より雨。

8. 今後の

(1) 実際の天気変化と対比する さらに続ける O この結果について し、5]IJの機会に

る ある O

し、 向上させる O)
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もわかるもの

ら好天への変化、及

るO

について研究をすすめる O
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